
 

１ はじめに 

 課題学習において、生徒一人一人の表現力を養

成するには、何をどうすればよいか。昨年度、こ

のことを考察するために、数学的なテーマに限定

したことで表現力の全体的な向上につながった。

今年度については、生徒がインターネット上にあ

るものから情報収集するのではなく、活動を通し

て取り組むことができるテーマに限定し、研究す

る楽しさを経験させることを目的とした。さらに、

今年はコロナ禍の影響を受け、例年よりも授業が

少なく、生徒が数学的な考え方やものの見方に触

れる機会が少なかったため、課題学習においては

自ら積極的に課題を発見し、写真、図、絵を用い

てレポートをまとめることで表現力を向上させる

ことも目的とした。 

 

２ 研究の目標 

(1) 現在の生徒各個人の数学的な表現力を測る 

(2) 生徒一人一人の表現力を踏まえて、テーマと 

内容を考察する 

(3) 表現力を養成させる課題学習のポイントを考

察する 

 

３ 研究・実践内容 

今年度の研究については、１年生普通科２クラ

ス、生物工学科１クラスで実施した。今年度の１

年生は昨年度以上に数学に対する苦手意識を持っ

ている生徒が多い。そのため、課題学習に取り組

む際に、生徒に対して予想、考察、実践、結果に

ついて念入りに説明してレポートの構成を練る負

担を減らし、面白い表現ができるように配慮した。 

(1) 形式 

一昨年、昨年と同様にレポートにして提出さ

せた。ただし、文章だけではなく、写真、図、

絵等を取り入れるように説明し、内容や表現が

面白いものについては、２学期に発表させるこ

とにした。 

(2) テーマ 

今年度は、今までの課題学習において、独創

的な内容や数学的に面白い表現のテーマに限定

した。生徒に対して課題学習の説明をした際に、

下記のテーマを見せ、第一印象でテーマを選択

させた。それぞれのテーマの選択者数を把握す

ると、どのテーマにも均等に分かれたが、テー

マの変更を可とした。 

 ・天文航法とは？ 

 ・時計を使って方位を調べる 

 ・三角比を用いて自宅の高さを測る 

 ・身の回りのもので黄金比、白銀比を調べる 

 ・ピザ、ケーキの等分法 

 ・紙一枚からボールをつくる 

 

４ 生徒の課題学習 

(1) ピザ、ケーキの等分法 

このテーマについては、課題学習を提出した

1 年生の 2 割以上の生徒が選択した。生徒と話

をする中で、そのほとんどがインターネット上

に紹介されている幾つかの方法を参考に研究を

していることがわかった。 

今回、このテーマで最も面白かったのは、実

際にピザとケーキを用いて等分法を実践したも

のであった。下記の＜課題学習１＞を作成した

生徒の感想には、「数学に対して強い苦手意識を

持っているが、課題学習のテーマに興味があり、

時間を掛けて取り組んだ。とても楽しかった。」

とあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題学習１＞ 

表現力を養成する課題学習の研究・実践（３） 

愛媛県立宇和高等学校 福山 幸司 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題学習２＞では、インターネット上にあ

る曲線によるピザの等分法を試みたが、実際に

はその等分法を実践することは難しく、シンプ

ルに円の中心を通る直線で切り分けたもので

あった。生徒は「理論と現実は必ずしも一致し

ないと思った。」と感想に書いており、数学的な

表現はほとんどないが、数学を積極的に活用し

ようとしている点については一定の評価がで

きる。 

(2) 黄金比と白銀比 

  このテーマを選択した生徒数は、課題学習の

説明をした際のテーマ選択の調査から大きく

変わり、全体の半数となった。表現力豊かな課

題学習を期待することはできたが、その一つ一

つの内容を見ると同じものが多く、インターネ

ットで紹介しているものがほとんどであった。

特に、人間の顔にある黄金比を取り上げている

ものが多く、芸能人の顔写真が数多くあった。

これらについては、夏休みの課題としては問題

ないかもしれないが、表現力を養成することを

目的とした課題学習としては模倣したものに

なっており、残念な結果となった。しかしなが

ら、肖像権の話をすることができ、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題学習３＞ ＜課題学習２＞ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットを利用する上での注意をする良

い機会となった。 

＜課題学習３＞では、身の回りにある黄金比

を取り上げており、今回のこのテーマの課題学

習としては表現力のあるものである。 

＜課題学習４＞については黄金比を計算した

もので、数学的な考察と表現力があり、今回の

目的を満たしている。 

 

５ 今後の課題学習について 

(1) 今回の課題学習について  

  昨年度よりも活動的な内容となるテーマに限

定し選択させた。そして、更に活動的な内容を

目指し、予想、考察、実践、結果について事前

指導を徹底して行った。しかし、提出された課

題研究を見ると、インターネット上にあるもの

を用いて考察と実践を行った内容のものが多

かった。自ら課題を取り上げ積極的に活動させ

ることができず、生徒の表現力を養成するとい

う点において反省すべきところが多かった。 

(2) 今後の課題学習について 

 今回の課題学習の問題点として、インターネ

ット上にある情報の利用の仕方である。課題学

習の例や手法を調べるために利用する場合に

は問題はない。ただ今回のように、課題学習の

すべてをインターネットの情報に頼ると表現

力を養成する目的からは大きく外れてしまう。

来年度は事前指導を今年度以上に徹底し、イン

ターネットの利用法を説明しなければならな

い。そこから生徒自身に課題を見つけさせ、積

極的に取り組むことで表現力のある課題学習

になるようにしたい。 

＜課題学習４＞ 

 

 


